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  提案申請団体名 規格作成団体名

  ・責任者名 　 ・責任者名

  提案規格案名
和名

英名

和文

英文

 添付資料：歯科分野の標準化検討分科会委員、マスターの概要

 入手資格：特になし

 入手方法:  （財）医療情報システム開発センターのホームページからのダウンロードにより
入手可能　   http://www.medis.or.jp

 有効期限

提案規格案の適用領域
使用方法病態ごとに選んだ「病名表記」に、標準病名マスターの項目および歯科独自の項目を収載している。
分類コードとして「ICD-DA」を採用し、病態ごとの整理、病名表記および同義・類義の関係の整理を行い、従来
から使用されている「歯科の診療録及び診療報酬明細書に使用できる略称」も含んでいる。
標準病名マスター「索引テーブル」の対応用語コードで、各医療機関内で使用している病名から歯科病名マス
ターの「病名表記」へ支障なく誘導でき、「病名交換用コード」を介することで、標準病名に置換え、レセプト請求
への記載や他施設との情報交換に利用することが可能。

  関連他標準との関係（相違点及重複点の取り扱い方）：ICD10対応標準病名マスターから歯科関連病名を抜き
出し、　　　　　　　　　独自の項目を追加している。

　の関連情報

 メンテナンスの方法：歯科分野の標準化検討分科会、標準病名マスター作業班の作業に
基づき年4回の更新

 価格等　　医療機関は無償で利用できる。医療機関以外については標準マスター使用申
請が必要

 知的所有権　　標準病名作業班メンバー、歯科分野の標準化検討分科会委員及び（財）
医療情報システム開発センター

提案規格案の目
的、概要（提案規
格案策定経緯及
び決定プロセス）

標準歯科病名マスターは、歯科分野において病名を標準化させ、施設間での医
療情報の蓄積や交換、共有を可能にするなどデータの互換性実現に向けて、
ICD10対応標準病名マスターの一部として開発した。
大学病院のマスターや保健医療福祉情報システム工業会から提供を受けたマス
ター、学会用語集等から、歯科関連病名を収集、整理している。
基本テーブルとしては、病態ごとに選んだ「病名表記」に、標準病名マスターの項
目および歯科独自の項目を収載している。
また、分類コードとして「ICD-DA」を採用し、病態ごとの整理、病名表記および同
義・類義の関係の整理を行い、従来から使用されている「歯科の診療録及び診療
報酬明細書に使用できる略称」も含んでいる。
標準病名マスター「索引テーブル」の対応用語コードで、各医療機関内で使用して
いる病名から歯科病名マスターの「病名表記」へ支障なく誘導でき、「病名交換用
コード」を介することで、標準病名に置換え、レセプト請求への記載や他施設との
情報交換に利用することが可能。

（財）医療情報システム開発セン
ター　　　理事長　　遠藤　明

（財）医療情報システム開発センター
理事長　　遠藤　明

Standard Dental Disease Code Master has been developed as a part of ICD10
Based Standard Disease Code Master for Electronic Medical Records in order
that dental diseases should be standardised, to be stored, exchanged and jointly
owned among dental facilities.Its sources are masters in university hospitals,
those obtained from Japanese Association of Healthcae Information Systems
Industry, and terminology edited by professional associations.A record in the
basic table is compiled with a lead term selected for a pathophysiology followed
by the terms from Standard Disease Code Master and dental terms.ICD-DA is
adopted as the taxonomical framework.  Abbreviated forms for the account claim
are also included.Index table is provided to guide from the terminology used
locally to the standard.

標準歯科病名マスター

Standard Dental Disease Code Master
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